
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
駆動源であるモータと、該モータを収容する本体胴体部 本体胴体部と一体に設けら
れるハンドル部 を有するハウジングと、

とを備えた電動工具において、前
記フック支持部に前記軸部を露出させるための切欠部を設け

ことを特徴とする電動工具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、作業者の腰ベルトなどに引っ掛けて身体に装備するために用いるフックと、持
ち運びや壁などに吊り下げて保管するために用いるストラップとを備えたインパクトドラ
イバ／インパクトレンチ等の電動工具に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、この種の電動工具は、例えば図４～図６に示すものがある。図４は従来の電動
工具を示す外観正面図、図５は従来の電動工具の支持部を示す一部省略外観斜視図、図６
は従来の電動工具の支持部を示す一部縦断面図である。
【０００３】
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と、該
と 該ハウジングに設けられるフック支持部と、該

フック支持部内に挿通された軸部を有するフックと、該フックが前記フック支持部から抜
けないよう前記フックに取りつけられる抜け止め保持部

、該切欠部を介してストラッ
プの一端に設けた輪状部に前記軸部を挿通した



一般にこの種の電動工具においては、ハウジングが二つ割の構造になっており、これによ
りハウジング内に電動モータ等の各種部品を組み込む際の組み付け性の便宜が図られてい
る。そのため、図４に示すようにハウジング２とこのハウジング２にストラップ３の一端
を支持するために外観部分に設けた支持部４にハウジング１を隣接させて複数のネジ５で
挟持している。
【０００４】
また、ハウジング１及びハウジング２のそれぞれに連通するように設けた円筒状のフック
支持部６とフック支持部７、弾性体８にフック９の軸部１０を貫通させ、弾性体８の軸方
向の動きを抗する抜け止め保持部１１を軸部１０に埋設されたナット１７で固定すること
で、弾性体８に働く軸方向の力を利用してフック支持部６とフック支持部７を挟持してい
る。また、フック支持部６及びフック支持部７には、それぞれの内面の一部に係合歯１２
と係合歯１３を設けており、フック支持部６と抜け止め保持部１１との間で常に付勢状態
にある弾性体８の軸方向に働く力によって、軸部１０に設けた嵌合歯１４と係合歯１２は
、常に噛み合いの状態を保っている。
【０００５】
つまり、フック９は回転止めがなされている。上記フック９は、例えばフック９を固定し
てしまうとハンドルを握る際にフック９が邪魔になり作業しづらいために、フック９は弾
性体８が圧縮する方向に移動させて係合歯１２と嵌合歯１４の噛み合いが外れた状態を維
持し、軸部１０を中心にして任意の位置に回転させ、フック９を弾性体８が元の定常な状
態になる方向に戻すことにより、フック９を任意の角度に回転を可能としている。また、
工具を使用する作業者が右利きであるか左利きであるかによっては、非常に使いづらいと
いう問題を解消するために、抜け止め保持部１１を外すだけでフック７と弾性体８、抜け
止め保持部１１を上述したハンドルの反対側への組付けも可能としている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
上述した電動工具は、作業現場にて多く使用されており、自分の使用している電動工具と
全く同じ電動工具を他人が使用している場合がある。そこで、自分の電動工具である目印
としてストラップの配色を変えるなどしてオリジナル化を図りたいという要求がある。
【０００７】
しかし、従来の電動工具に場合、構成上、フック支持部を有する支持部にストラップの取
付け部が設けられているため、実際に作業者が好みのストラップに交換する場合には、ネ
ジを外して二つ割のハウジングを離間させなければならないため、必要もないのに電動工
具の内部機構を露出させてしまい、場合によっては内部機構に障害を発生させ電動工具の
性能低下を招いてしまうという問題が起きる。また、上述したように、ネジを外して二つ
割のハウジングを離間させなければならないため、ストラップの交換作業に手間を有する
という問題があった。具体的には、ストラップを交換する際、抜け止め保持部を外し、ハ
ウジングとハウジングを挟持するための複数のネジを全て外し、ハウジングを分離させる
手間を有するものであった。
【０００８】
本発明の目的は、上記問題を解消し、ストラップの交換や修理の利便性に優れた電動工具
を提供することである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
上記目的は、フック支持部に軸部が外観に露出する切欠部を設け、フックの軸部でストラ
ップを支持することにより達成される。
【００１０】
【発明の実施の形態】
本実施例における電動工具を図１～図３を用いて説明する。図１は本実施例における電動
工具を示す外観正面図、図２は本実施例における電動工具の支持部を示す一部省略外観斜
視図、図３は本実施例における図１のＡ－Ａ線縦断面図である。
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【００１１】
図１及び図２に示すように二つ割のハウジング２にハウジング１を隣接させて複数のネジ
５で挟持しており、ハウジング１及びハウジング２のそれぞれに連通するように設けた円
筒状のフック支持部６とフック支持部７、ストラップ３、弾性体８にフック９の軸部１０
を貫通させ、弾性体８の軸方向の動きを抗する抜け止め保持部１１を軸部１０に埋設した
ナット１７で固定することにより、弾性体８に働く軸方向の力を利用してフック支持部６
とフック支持部７を挟持している。
【００１２】
また、フック支持部６とフック支持部７には、軸部１０が外観を露出させる切欠部１５及
び切欠部１６を設けて、軸部１０に一端が支持されたストラップ３が外観上に露出してい
る。また、フック支持部６及びフック支持部７には、それぞれの内面の一部に係合歯１２
と係合歯１３を設けており、フック支持部６と抜け止め保持部１１との間で圧縮状態にあ
る弾性体８の軸方向に働く力によって、軸部１０に設けた嵌合歯１４と係合歯１２は、常
に噛み合いの状態を保っている。これによりフック９は回転止めがなされている。
【００１３】
上述した電動工具において、軸部１０とストラップ３とは遊合状態にあるため、弾性体８
が圧縮される方向に移動させて、係合歯１２と嵌合歯１４の噛み合いが外れた状態のまま
軸部１０を中心として任意の位置に回転させ、弾性体８が元の定常な状態になる方向にフ
ック９を戻すことにより、フック９を任意の角度に回転が可能となる。
【００１４】
更にフック９と弾性体８、抜け止め保持部１１を上述したハンドルの反対側からも組付け
ることができるので、フック９を左右どちらかの方向を選択して使用することも可能とな
る。
【００１５】
よって、本実施例では、上記切欠部１５及び切欠部１６にストラップ３の一端に設けた輪
状部を挿通し、この輪状部内に抜き出しておいた段差付きの抜け止め保持部１１を挿通さ
せ、抜け止め保持部１１の小径部外周に輪状部を回動可能に配置させ、後は抜け止め保持
部１１を軸部１０に埋設したナット１７で固定することにより、フック９とストラップ３
とを容易に装着することができる。このため、不用意に内部機構を露出させることがなく
なると共に、使用者は好みのストラップ３を容易に交換することができる。
【００１６】
なお、従来の電動工具に比して本実施例における電動工具は、ハウジングにストラップを
支持するための支持部を設ける必要がないと共に、ストラップ３を支持するための支柱と
支柱を固定するネジを省ける構成のため、複雑形状を持たない製作上も容易構造とした安
価な電動工具を提供することができる。また、製品外観の余分な形状を省くことにより外
観上に優れた電動工具を提供することができる。
【００１７】
【発明の効果】
本発明によれば、フック支持部に前記軸部を露出させるための切欠部を設けることで、抜
け止め保持部を外すだけでストラップの交換が可能なため、ストラップの交換や修理の利
便性に優れた電動工具を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明になる電動工具を示す外観正面図である。
【図２】　本発明になる電動工具の支持部を示す一部省略外観斜視図である。
【図３】　本発明になる電動工具の支持部を示す一部縦断面図である。
【図４】　従来の電動工具を示す外観正面図である。
【図５】　従来の電動工具の支持部を示す一部省略外観斜視図である。
【図６】　従来の電動工具の支持部を示す一部縦断面図である。
【符号の説明】
１はハウジング、２はハウジング、３はストラップ、５はネジ、６はフック支持部、７は
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フック支持部、９はフック、１０は軸部、１１は抜け止め保持部、１５は切欠部、１６は
切欠部である。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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